
常緑広葉樹林内の樹幹に着生する。多数のやや太い糸状の根がある。茎は細く長さ1-3cm。葉は2列に互

生し、革質、狭長楕円形または線状楕円形、わずかに鎌形に湾曲し、長さ7-20mm、幅3-5mm、暗紫色の

斑紋があり、中肋は表面では凹入し、裏面では隆起する。花茎は5-6月、葉腋より出て、8-10mm、2個の鱗

片葉と1-4個の花をつける。

観賞用等採取などにより減少。現状不明。

生育地である樹林の保全を行うとともに盗掘防止対策多必要である。

A

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Gastrochilus  matsuran  (Makino) Schltr.

観賞用等採取 ○ 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

西播磨

■ 国内分布

本州（宮城県以南の太平洋側）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…マツラン
環境省ランク… VU


